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市内公共施設の年末年始の休所・休館
施　設　名 28日㈯ 29日㈰～

3日㈮ 4日㈯ 5日㈰

市役所
保健福祉センター
健康増進ルーム
福祉センター
公民センター
西白井複合センター ●
白井駅前センター ● ●
冨士センター ● ● ●
桜台センター ●
白井コミュニティセンター
文化会館
図書館 午後5時まで

郷土資料館
プラネタリウム館 午後1時30分のみ投映

白井運動公園
※●は住民票や印鑑登録証明書などの発行はできます。土・日曜日は戸籍
関係の発行はできません。
　各センターの図書室は29日㈰から3日㈮までが閉室となります。

白井市は
「市民と築く
安心で健康なまち

しろい」
を目指します。No.743

12.15
■「白井市自治連合会防災チラシ」を
　配布………………………………………2
■住民基本台帳の閲覧状況を公表 ………2
■年末年始の小児科、歯科の応急治療 ……3
■学童保育通所児の見守りに協力を ……3
■白井市赤十字奉仕団が表彰されました …4
■文化会館自主事業 ………………………4
■白井市民文化祭の入賞者 ………………4

平成 25年
（2013 年）

今
年
1
年
の
主
な
出
来
事

　
広
報
し
ろ
い
の
1
年
の
出
来
事
を

振
り
返
り
、
主
な
話
題
を
掲
載
し
ま

す
。（
カ
ッ
コ
内
の
月
は
実
施
月
）

●
ま
ち
づ
く
り
寄
附
金
条
例
を
制
定

（
1
月
）

●
市
民
参
加
・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

プ
ラ
ン
を
策
定
（
2
月
）

●
公
共
施
設
の
除
染
完
了
（
3
月
）

●
白
井
市
庁
舎
建
設
等
検
討
委
員
会

が
発
足
（
4
月
）

●
総
合
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
配

布
（
5
月
）

●
6
月
5
日
は
「
介
護
予
防
の
日
」

と
市
が
設
定
（
6
月
）

●
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が

市
内
の
全
中
学
校
区
で
整
備
（
7
月
）

●
福
島
県
伊
達
市
と
「
災
害
時
の
相

互
応
援
協
定
」
を
締
結
（
7
月
）

●
事
業
仕
分
け
最
終
年
21
事
業
の
仕

分
け
を
実
施
（
8
月
）

●
「
北
総
鉄
道
運
賃
値
下
げ
支
援
補

助
金
」
専
決
処
分
に
関
す
る
住
民
訴

訟
に
お
け
る
控
訴
審
判
決
（
8
月
）

●
市
内
で
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
が

多
発
し
、
9
月
現
在
8
件
被
害
額
約

4
千
万
円
（
9
月
）

●
自
治
連
合
会
小
学
校
区
支
部
事
業

活
動
を
開
始
、
夏
祭
り
（
8
月
）
や

防
災
訓
練
な
ど
を
実
施
（
10
月
）

●
白
井
市
文
化
団
体
協
議
会
が
発
足

12
専
門
部
62
団
体
で
構
成
（
11
月
）

●
ゆ
る
き
ゃ
ら
グ
ラ
ン
プ
リ
で
「
な

し
坊
・
か
お
り
」
の
投
票
数
が
昨
年

の
2
倍
に
躍
進
（
11
月
）

問
　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
班

　
内

線
3
3
7
2

平常通り
休所・休館

認知症対応型通所介護サービス

　自宅から通いで共有スペースなどを活
用して、少人数で家庭的な雰囲気の中、
入浴や食事の介助、リハビリテーション
などが受けられるサービスです。

自己負担の目安（1回）
対象 金額
要支援1 474円
要支援2 502円
要介護1 512円
要介護2 530円
要介護3 549円
要介護4 567円
要介護5 585円

※その他食費、日常生活費が
掛かります。

　認知症高齢者が家庭的な雰囲気の中で共同生活を送りながら、日
常生活の介護を受けられます。居室や居間、食堂、浴室などを備え、
利用者がそれぞれ役割を持って家事などをすることで、認知症の症
状の進行を緩和し、安心して日常
生活が送れるようになることを目
指します。
自己負担の目安（1日）
対象 金額
要支援2 810円
要介護1 814円
要介護2 852円
要介護3 878円
要介護4 895円
要介護5 913円

※上記の表は定員が9人以下の
場合です。その他食費、部屋代、
日常生活費が掛かります。要
支援１の人は利用できません。

認知症対応型共同生活介護サービス（グループホーム）

住み慣れた地域で
             安心して暮らすために
　11月 15 日号に引き続き、市が指定している地域密着型サー
ビスを紹介します。今号では、認知症の高齢者に特化した施設
として認知症対応型の「通所介護」と「共同生活介護」を取り
上げます。
　通所介護と共同生活介護はともに、認知症の症状の進行を緩
和する内容で、認知症の特性に考慮したサービスを受けること
ができます。料金体系は表のとおりです。
申　各事業所へ　問　高齢者福祉課介護保険班　☎（497）3473

シリーズ２

利用者

リハモードテラス　
根235-2　☎（497）1903

愛の家グループホーム白井冨士　
冨士73-89　☎（441）5350

グループホームいっしん館白井　
西白井3-14-9 　☎（498）3400

グループホームサクラビア　
白井436-2 　☎（498）0212

白井グループホーム　
谷田241 　☎（497）1116

グループホーム福美園　
河原子216-4 　☎（498）3611

白井の家参番館　
白井350-4　☎（498）3003

地域密着型サービス介護保険

～「振り込め詐欺」と思われる電話がかかってきたら
　　　　「お金を渡す前」に家族や警察に相談を！～
◎印西警察署　☎0476-42-0110
◎振り込め詐欺相談ダイヤル（千葉県警察）
　☎0120-494-506（平日 午前8時30分～午後5時）

師
走
を
迎
え
て

　
今
年
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
年
末
年
始
の
市
内
公
共
施
設
の
休
所
・
休
館
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
振
り
込
め
詐
欺
」
な
ど
に
よ
る
「
特
殊
詐
欺
」
が
過
去
最
悪
の
被
害
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

怪しい電話には注意してネ‼



農
産
物
の
放
射
性
物
質

検
査

　
農
産
物
の
安
全
性
を
確
認
す
る
た

め
、
市
・
県
で
は
11
月
15
日
か
ら
22

日
ま
で
の
間
に
放
射
性
物
質
の
検
査

を
実
施
し
、
結
果
は
全
て
の
品
目
に

お
い
て
「
検
出
せ
ず
」
で
し
た
。

　
市
・
県
そ
れ
ぞ
れ
の
検
査
品
目
は

次
の
と
お
り
で
す
。

市
実
施
分
　
カ
ブ
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ラ
ッ

カ
セ
イ
、
ダ
イ
コ
ン
、
サ
ト
イ
モ
、

ニ
ン
ジ
ン

Q
　
電
話
で
「
今
よ
り
電
話
代
が
安

く
な
る
」
と
い
う
勧
誘
が
あ
っ
た
。

　
説
明
の
内
容
が
良
く
分
か
ら
な
か

っ
た
が
「
安
い
」
と
い
う
の
が
魅
力

で
承
諾
し
た
。

　
今
日
「
内
容
確
認
」
と
い
う
通
知

が
届
き
、
工
事
が
あ
る
こ
と
を
知
っ

た
。
勧
誘
の
際
、
工
事
が
必
要
だ
と

は
聞
い
て
い
な
い
。
話
が
違
う
の
で

解
約
し
た
い
。

（
60
歳
代
・
男
性
）

A
　
相
談
者
に
電
話
を
し
て
き
た
の

は
、
電
話
会
社
の
代
理
店
で
し
た
。

　
相
談
者
に
届
い
た
通
知
を
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
で
確
認
す
る
と
、
光
回

線
と
同
時
に
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
と
I
P

電
話
の
契
約
も
し
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
電
話
で
説
明
を
受
け
た
相
談

者
は
、
い
っ
た
い
自
分
が
ど
ん
な
契

約
を
し
て
い
る
の
か
、
ま
っ
た
く
理

解
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
光
回
線
は
高
速
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
接
続
が
可
能
で
、
I
P
電
話
や
映

像
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
と
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
関
連
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
急
速
に
普

及
し
て
い
ま
す
が
、
販
売
競
争
が
激

化
し
、
相
談
者
の
よ
う
に
パ
ソ
コ
ン

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
し
な
い
人
ま

で
、
メ
リ
ッ
ト
だ
け
を
強
調
さ
れ
勧

誘
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
ト
ラ
ブ
ル

が
増
加
し
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。

　
光
回
線
な
ど
の
通
信
サ
ー
ビ
ス
は

電
気
通
信
事
業
法
が
適
用
さ
れ
る
た

光
回
線
を
め
ぐ
る
契
約
ト
ラ
ブ
ル

め
、
電
話
勧
誘
や
訪
問
販
売
で
契
約

し
て
も
、
特
定
商
取
引
法
の
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
の
規
定
は
適
用
さ
れ
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
す
ぐ
に
代
理
店
に

解
約
し
た
い
と
連
絡
し
た
と
こ
ろ
、

工
事
前
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
電
話

会
社
が
提
供
す
る
光
回
線
と
I
P
電

話
に
つ
い
て
は
ス
ム
ー
ズ
に
解
約
に

応
じ
て
も
ら
え
ま
し
た
。
プ
ロ
バ
イ

ダ
ー
会
社
に
は
直
接
連
絡
が
必
要
で

し
た
が
、
了
承
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
相
談
者
は
、
今
回
勧
誘
し
て
き
た

電
話
会
社
に
連
絡
し
、
今
後
の
勧
誘

を
停
止
す
る
登
録
を
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。

　
契
約
書
を
交
わ
さ
な
け
れ
ば
、
契

約
は
成
立
し
な
い
と
思
っ
て
い
る
人

も
い
ま
す
が
、
口
頭
で
も
契
約
は
成

立
し
ま
す
。
光
回
線
と
そ
の
関
連
サ

ー
ビ
ス
は
、
電
話
会
社
、
代
理
店
、

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
会
社
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
者
が
関
係
し
、
複
雑
な
仕

組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
よ
く
分
か
ら
な
い
ま
ま
契
約
し
て

し
ま
い
、
そ
の
後
に
解
約
し
た
い
と

思
っ
て
も
高
額
な
解
約
金
が
発
生
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
契
約
す
る
前

に
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や
料
金
、
解
約

の
条
件
な
ど
に
つ
い
て
、
よ
く
検
討

し
ま
し
ょ
う
。

　
勧
誘
の
段
階
で
も
申
し
込
み
後
で

も
、
疑
問
を
感
じ
た
ら
す
ぐ
に
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

問
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
内
線
3

2
9
4
（
毎
週
月
・
火
・
水
・
金
曜

日
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
　
市
役

所
2
階
）

は
い
！
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
173

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

県
実
施
分
　
サ
ト
イ
モ
、
ニ
ン
ジ
ン
、

ハ
ク
サ
イ

※
「
検
出
せ
ず
」
と
は
「
放
射
性
物

質
が
存
在
し
な
い
」
か
「
検
出
で
き

る
測
定
下
限
値
未
満
」
で
あ
る
こ
と

を
示
し
ま
す
。
市
が
所
有
す
る
検
出

器
で
の
測
定
下
限
値
は
、
セ
シ
ウ
ム

1
3
4 

・
1
3
7
の
合
計
値
で
23

ベ
ク
レ
ル
／
㌔
㌘
程
度
で
す
。
測
定

下
限
値
は
、
検
査
容
器
の
容
量
・
密

度
な
ど
の
諸
条
件
に
よ
っ
て
変
わ
り

ま
す
。

　
一
般
食
品
の
放
射
性
物
質
の
基
準

値
は
1
0
0
ベ
ク
レ
ル
／
㌔
㌘
で
す
。

問
　
農
政
課
農
政
班

　
内
線
3
2
5

1
〜
4

　住民基本台帳は個人情報保護に留意するため、公益的な目的にのみ閲覧すること
ができます。また住民基本台帳法では、いつ・誰が・どのような内容を住民基本台
帳で閲覧したかについて、各市区町村で公表することを義務付けています。
　平成24年11月1日から平成25年10月31日までの閲覧状況は、下表のとおりです。
■問　市民課市民班　内線3142・3

住民基本台帳の閲覧状況を
公表します

住民基本台帳閲覧状況
閲覧日 請求機関の名称 委託者 利用目的の概要 閲覧に係る住民の範囲

平
成
24
年

11月13日 ㈱マーケティング・リサーチ・
サービス 千葉県総合企画部 第45回県政に関する世論調査 冨士・根（20歳以上の男女）

11月20日 ㈱エスピー研 千葉県環境生活部 平成24年度消費生活に関する県民
意識調査

南山1丁目・桜台2丁目（平成24年4月1日現
在で20歳以上の人）

11月27日
～ 28日 防衛省自衛隊千葉地方協力部隊 ― 自衛官の募集事務

白井市全地域（平成3年4月2日から平成4年4
月1日まで、平成7年4月2日から平成8年4月1
日までに生まれた男女）

12月19日 一般社団法人中央調査社 内閣府 社会意識に関する世論調査 笹塚3丁目（20歳以上の人）

12月20日 一般社団法人新情報センター 消費者庁 消費者意識基本調査 大山口2丁目10 ～ 17番地（15歳以上の日本
国籍を有する人）

平
成
25
年

1月10日 ㈱ビデオリサーチ 日本たばこ産業㈱ 全国たばこ喫煙者率調査 清水口1丁目（大正12年5月1日から平成5年4
月30日までに生まれた男女）

1月15日 ㈱サーベイリサーチセンター 独立行政法人国立環境研究所 これからのライフスタイルのあり方
に関する世論調査 白井（20歳以上80歳未満の男女）

1月16日 ㈱サーベイリサーチセンター 総務省 通信利用動向調査における世帯対象
調査の標本抽出

神々廻・堀込2丁目・七次台3丁目・笹塚2丁
目（平成4年4月1日以前に生まれた人が世帯
にいる世帯）

2月5日 一般社団法人中央調査社 文化庁 平成24年度国語に関する世論調査 池の上1丁目（16歳以上の男女）
3月5日 一般社団法人中央調査社 ㈶日本宝くじ協会 宝くじに関する世論調査 大山口1丁目（18歳以上の男女）
5月14日 NHK千葉放送局 ― 6月全国個人視聴率調査 白井（明治から平成18年までに生まれた人）
5月22日 一般社団法人中央調査社 内閣府 国民生活に関する世論調査 富塚（20歳以上の男女）

5月22日 一般社団法人中央調査社 ＮＨＫ放送文化研究所
2013年6月全国放送サービス接触状
況調査（テレビの見られ方などにつ
いての調査）

根

6月11日 一般社団法人中央調査社 内閣府 NPO法人に関する世論調査 清水口3丁目（20歳以上の男女）

6月20日 ㈲石田測量事務所 千葉県印旛土木事務所
土砂災害警戒区域等における土砂災
害防止対策の推進に関する法律第6条
および第8条に基づく区域指定のため

平塚・神々廻・白井・復・清戸

6月25日 一般社団法人中央調査社 独立行政法人国立病院機構久
里浜医療センター 飲酒と生活習慣に関する調査 白井（20歳以上の男女）

7月3日 ㈱日本リサーチセンター 日本銀行情報サービス局 生活意識に関するアンケート調査 清水口1丁目（20歳以上の男女）

8月6日 一般社団法人新情報センター 内閣府 臓器移植に関する世論調査 池の上1丁目8～ 19番（20歳以上の日本国籍
を有する人）

8月6日 ㈱マーケティング・リサーチ・
サービス 千葉県総合企画部 第46回県政に関する世論調査 けやき台1丁目・清水口1丁目（20歳以上の

男女）
9月10日 一般社団法人中央調査社 ＮＨＫ放送文化研究所 第9回日本人の意識（併行調査） 笹塚2丁目（16歳以上の男女）
10月9日 ㈱日本リサーチセンター 国立大学法人東京大学大学院 教育と仕事に関する全国調査 七次台1～ 4丁目（30から64歳までの男女）

　
市
内
全
て
の
自
治
会
に
よ
り
組

織
さ
れ
る
白
井
市
自
治
連
合
会
で

は
、
自
治
会
の
加
入
促
進
や
自
治

会
活
動
の
活
性
化
な
ど
を
目
的
に
、

情
報
交
換
や
研
修
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
こ
数
年
は
、
東
日
本
大
震

災
を
教
訓
と
し
て
、
特
に
防
災
に

関
す
る
テ
ー
マ
で
各
種
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
市
自
治
連
合
会
で
は
、

減
災
に
向
け
た
日
ご
ろ
の
取
り
組

み
の
啓
発
と
自
治
会
の
加
入
促
進

を
目
的
と
し
て
「
家
庭
の
防
災
」

「
防
災
準
備
品
リ
ス
ト
」
を
作
成

し
ま
し
た
。

　
配
布
は
各
地
区
の
自
治
会
長
を

通
じ
て
全
て
の
世
帯
に
配
布
さ
れ

ま
す
。
自
治
会
に
加
入
し
て
い
な

い
世
帯
で
チ
ラ
シ
を
希
望
す
る
場

合
は
、
各
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て

い
ま
す
の
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
災
害
か
ら
自
分
の
身
や
大
切
な

家
族
、
近
隣
の
人
た
ち
を
守
る
た

め
に
は
、
一
人
一
人
が
自
ら
の
身

を
守
る
「
自
助
」
だ
け
で
な
く
、

地
域
で
助
け
合
う
「
共
助
」
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。

　
自
治
会
は
、
災
害
時
の
避
難
所

対
応
や
救
出
・
救
援
活
動
な
ど
皆

さ
ん
の
一
番
身
近
な
心
強
い
味
方

で
す
。
自
治
会
に
加
入
し
て
い
な

い
世
帯
は
、
地
区
住
民
同
士
の
助

け
合
い
や
親
睦
を
深
め
る
た
め
に

も
自
治
会
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　
自
治
会
を
新
た
に
設
立
す
る
場

合
は
、
市
民
活
動
支
援
課
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
　
市
民
活
動
支
援
課
市
民
活
動

支
援
班

　
内
線
3
1
5
2

「
白
井
市
自
治
連
合
会
防
災
チ
ラ
シ
」

を
配
布
し
ま
す

「
白
井
市
自
治
連
合
会
防
災
チ
ラ
シ
」

を
配
布
し
ま
す
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お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

けやき台自主防災委員会が宝くじ助成金で
投光機付き発電機を購入しました
　けやき台自主防災委員会では、この事業を活用
し、大規模災害時に停電となった場合でも、子ど
もや地域住民が地域の避難場所となる集会所に安
全に避難することができるため、また、避難所で
生活をする際に、安全に生活ができるように投光
機付き発電機を整備しました。
　㈶自治総合センターでは宝くじの社会貢献広報
事業として、集会施設やコミュニティ活動備品の
整備、安全な地域づくりと共生のまちづくり、活
力ある商店街づくりや地域の国際化の推進および
地域文化への支援などに対して助成を行い、地域
のコミュニティ活動の充実・強化を図っています。
■問　市民安全課消防防災班　内線3325

学童保育通所児の見守りに
協力をお願いします

　市内の小学校はもうすぐ冬休みとな
りますが、学童保育所を利用する子ど
もたちは、学童保育所がある学校へ通っ
ています。
　最近、子どもを狙った悪質な犯罪が
各地で発生しています。不審者に関す
る情報も頻繁に聞かれるため、保護者
や指導員もできる限り送迎や見守りを
していますが、見守りなどの体制は十分ではなく、少人数で学童
保育所へ通っている場合も少なくありません。
　学童保育所に通う子どもたちを守るためだけでなく、休み中
の子どもたちが安全・安心に過ごせるように、地域の皆さんにも、
買い物や散歩などで外に出た際には、朝や夕方に子どもたちの見
守りをお願いします。
■問　児童家庭課・白井市学童保育連絡協議会　☎（497）3487

白井市学童保育連絡協議会とは
　学童保育所を運営している父母で作る「運営会」と子どもを保育
する指導員で作る「指導員会」が参加して、よりよい学童保育所づ
くりについて話し合う団体です。
　市内では、清水口学童保育所・大山口あおぞら学童保育所・大山
口あおぞら第2学童保育所・池の上学童クラブが加盟しています。

年末年始に子どもが急に病気になったら
　子どもはいつ体調を崩すか分かりません。
　印旛市郡小児初期急病診療所では、小児科専門医が応急
的な治療を行っています。

場所　印旛市郡小児初期急病診療所
　　　（佐倉市江原台2－27　健康管理センター内）
対象　印旛郡市在住の原則15歳以下の子ども
■問　印旛市郡小児初期急病診療所　☎043（485）3355（診
療時間内のみ）

診療日時
診療日 診療時間

月曜～土曜日 午後7時～翌朝午前6時
日曜日、祝日、年末年始
（12月29日～ 1月3日）

午前9時～午後4時45分
午後7時～翌朝午前6時

年末年始に歯の痛みを感じたら
　年末年始に急な歯の痛みなどで困った人のために、市内
の歯科医院において応急処置を行います。

診察時間　午前9時～正午
※保険診療で行いますので、必ず健康保険証や各種受給者
証を持参してください。
■問　健康課保健予防班　☎（497）3495

診療日など
診療日 歯科医院名 場所 電話番号

12月31日㈫ 西白井歯科医院 大山口2－3－5（491）0821
1月2日㈭ 白井歯科クリニック 神々廻1889－9（491）8841

平
和
を
考
え
る
子
ど
も

た
ち
の
作
品
展

　
市
で
は
子
ど
も
た
ち
に
「
平
和
」

と
は
何
か
を
考
え
て
も
ら
い
、
そ
れ

を
絵
画
な
ど
で
表
現
し
た
作
品
を
展

示
し
ま
す
。

　
そ
の
展
示
会
に
あ
た
り
、
次
の
と

お
り
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

展
示
日
程
　
2
月
7
日
㈮
〜
28
日
㈮

展
示
場
所
　
市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー

※
千
羽
鶴
な
ど
の
折
り
鶴
と
併
せ
て

展
示
し
ま
す
。

対
象

　
平
成
19
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
20
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

子
に
よ
る
作
品

用
紙
サ
イ
ズ
・
作
成
方
法

　
A
5
判

の
横
長
の
用
紙
（
企
画
政
策
課
に
あ

り
ま
す
）
に
、
平
和
を
表
現
し
た
も

の
で
ク
レ
ヨ
ン
や
絵
具
な
ど
で
描
い

た
り
、
折
り
紙
を
貼
っ
た
り
す
る
な

ど
作
成
方
法
は
自
由
で
す
。

※
作
品
の
表
面
に
は
、
作
成
者
の
名

前
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
展
示
後
、

作
品
は
返
却
し
ま
す
。

申
・
問

　
1
月
15
日
㈬
ま
で
に
郵
送

ま
た
は
直
接
、
企
画
政
策
課
男
女
共

同
参
画
室

　
内
線
3
3
5
5
へ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

講
座

〜
自
分
と
う
ま
く
付
き
合
う
た
め
に
〜

　「
自
分
に
自
信
が
な
い
」「
人
か
ら

ど
う
思
わ
れ
て
い
る
か
気
に
な
っ
て

仕
方
が
な
い
」「『
ど
う
せ
自
分
な
ん

て
』
と
自
己
否
定
感
が
先
に
た
っ
て

し
ま
う
」
な
ど
、
こ
の
よ
う
な
気
持

ち
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

　
自
分
を
知
り
自
分
を
大
切
に
生
き

る
た
め
に
、
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
を

受
け
入
れ
、
自
分
を
認
め
る
た
め
の

講
座
で
す
。

　
こ
の
講
座
を
通
じ
て
自
分
自
身
を

大
切
に
し
、
信
頼
す
る
力
を
育
て
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
1
月
10
日
・
17
日
（
各
金
曜

日
、
全
2
回
）　  

午
前
10
時
〜
正
午

内
容
　
1
回
目
　
あ
る
が
ま
ま
の
自

分
を
認
め
る
こ
と
の
大
切
さ
。
自
分

を
知
る
た
め
に
は
。

2
回
目
　
他
者
を
大
切
に
す
る
こ
と

と
自
分
を
大
切
に
す
る
こ
と
。

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
一
般
　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
N
P
O
法
人
ウ
ィ
メ
ン
ズ
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
ち
ば
　
馬
渡
静
枝
さ
ん

参
加
費
　
無
料

保
育
　
生
後
6
カ
月
〜
就
学
前
　
10

人
（
申
し
込
み
順
）

申
・
問

　
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

保
育
希
望
の
有
無
を
電
話
か
フ
ァ
ク

ス
、
E
メ
ー
ル
で
企
画
政
策
課
男
女

共
同
参
画
室

　
内
線
3
3
5
4
・

5
・

（
4
9
1
）
3
5
1
0
・

k
ik
ak
u
-seisak

u
@
city
.sh
i

roi.ch
iba.jp

へ

※
保
育
を
希
望
す
る
場
合
は
、
1
月

6
日
㈪
ま
で
に
、
子
ど
も
の
名
前
と

年
齢
を
一
緒
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

「なし坊」ポストカードを送りませんか

　「なし坊」のイラストや写真入りポストカードのテンプレート
が、市のホームページにある「なし坊ファミリーのページ」から
ダウンロードできるようになりました。
　クリスマスカードや年賀はがきなどで「なし坊」のカードを友
達などに送ってみませんか。
　期間限定の「なし坊ファミリーのクリスマスぬりえ」もあります。
（用紙は各自で用意し、プリントアウトして使用してください）
S　http://city.shiroi.chiba.jp/detail/nashibou-potal.html
■問　企画政策課企画政策班　内線3356 整備した投光機付き発電機

血
管
い
き
い
き
教
室

〜
今
か
ら
で
き
る
！

　
　
　
　
　
生
活
習
慣
病
予
防
術
〜

　
市
で
は
、
血
糖
値
や
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
値
な
ど
の
血
液
検
査
デ
ー
タ
や

生
活
習
慣
病
が
気
に
な
り
始
め
た
人

を
対
象
に
、
全
2
日
間
の
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

　
血
管
を
い
き
い
き
さ
せ
る
ポ
イ
ン

ト
や
生
活
で
身
近
に
取
り
入
れ
る
こ

と
の
で
き
る
生
活
習
慣
病
予
防
の
食

事
や
運
動
に
つ
い
て
楽
し
く
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
運
動
実
習
は
今
年
度
か
ら
内
容
を

新
し
く
し
ま
し
た
の
で
、
こ
の
機
会

に
生
活
改
善
の
ヒ
ン
ト
を
探
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

日
時
・
内
容

　
下
表
の
と
お
り

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
9
月
と
12
月
に
開
催
し
た
①
〜
④

コ
ー
ス
を
受
講
し
た
人
は
、
申
し
込

血管いきいき教室日程表
1日目 2日目

コース
⑤ 1月22日㈬　9:30 ～ 12:00 1月29日㈬　10:30 ～ 12:45

内容

「血管をいきいきさせるポイント」
（保健師による講話）、「歯ぐきみが
きで血行改善」（歯科衛生士による
歯みがき実習）、「自宅で行える筋
力トレーニング・ストレッチ」（ス
ポーツ推進委員による運動実習）

「血液をさらさらにする食事」
（栄養士による講話）、「血液
さらさらメニューの会食」（料
理のデモンストレーションあ
り）、「レッツ・トライ健康宣
言」（私の健康目標の記入）

み
で
き
ま
せ
ん
。

対
象
　
15
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
4
0
0
円
（
食
材
料
費
）

申
・
問

　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
、
電
話
ま
た
は
E
メ
ー
ル

で
、
健
康
課
健
康
づ
く
り
推
進
班

☎
（
4
9
7
）
3
4
9
4
・

 k
e

n
k
o
u
@
city
.sh
iro
i.ch
ib
a.

jp

へ
【
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
】

◆
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
教
室

　 

「
正
し
い
診
断
に
基
づ
く
必
要
最

小
限
の
除
去
を
行
う
た
め
に
〜
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
の
最
新
の
診
断
と
治
療

に
つ
い
て
〜
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講

演
会
と
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
1
月
15
日
㈬
　
午
前
10
時
〜

正
午

場
所
　
成
田
市
保
健
福
祉
館

対
象
　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
子
を
持

つ
保
護
者
　
40
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機

構
下
志
津
病
院
　
鈴
木
修
一
医
師

申
・
問

　
1
月
8
日
㈬
ま
で
に
電
話

で
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
地
域
保

健
課
　
☎
0
4
3
（
4
8
3
）
1
1

3
4
へ
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中学生の部（学校名・学年） （敬称略）
部門 市長賞 議会議長賞 教育委員会委員長賞
美術 中野深祥 （桜台中1年） 中村圭吾 （大山口中3年） 豊島美咲 （白井中2年）
書写 大場千鶴 （七次台中1年） 金澤こころ（南山中3年） 河崎沙羅 （桜台中2年）
技術 小川茉莉亜（桜台中2年） 中出敬大 （桜台中2年） 中島葵衣 （南山中1年）
家庭 金澤こころ（南山中3年） 岡本さくら（大山口中1年） 齊藤萌香 （白井中3年）

　今年で57回目を迎えた白井市民文化祭が文化センターなどを会場として開催されました。
　会場では、市民の芸術・文化作品が展示され、来場者は芸術の秋を満喫していました。
　写真や陶芸、菊花、華道の展示、囲碁・将棋大会、芸能発表会、音楽祭、ダンスフェスティバルなどの催しも開催されました。
　小・中学生の出品された作品の中で、優
れたものには、12月7日に文化会館中ホール
で行われた表彰式で市長賞、議会議長賞お
よび教育委員会委員長賞（通称三長賞）が
贈られました。
　受賞した皆さんは右表のとおりです。
■問　文化課☎（492）1123

小学生の部（学校名・学年） （敬称略）
部門 　市長賞 議会議長賞 教育委員会委員長賞

図画
低学年 亀川愛里子（七次台小1年） 佐藤恵吾 （清水口小2年） 岩井大河 （白井第二小1年）
中学年 塩原千紘 （池の上小4年） 榎本晴 （清水口小3年） 神戸響玖 （七次台小3年）
高学年 下川創平 （白井第一小6年）山下薫 （南山小5年） 山﨑勇汰 （白井第二小5年）

書写
低学年 髙花葉月 （白井第一小2年）大瀬きらら（南山小1年） 望月あおい（七次台小1年）
中学年 渡邉航生 （南山小3年） 青柳愛佳 （七次台小4年） 國井瞳 （白井第三小4年）
高学年 阿部七美 （清水口小6年） 佐野柚子 （七次台小6年） 大出万智 （七次台小5年）

工作
低学年 若林一良 （清水口小2年） 平山和樹 （大山口小2年） 木村友梨香（白井第二小1年）
中学年 石井智栄莉（清水口小3年） 髙見陸斗 （白井第三小3年）山本紘大 （大山口小3年）
高学年 大森愛生 （清水口小6年） 牧野茜里 （清水口小5年） 山本仁菜 （南山小6年）

家庭 高学年 石井裕子 （南山小6年） 山口詩乃 （池の上小6年） 田口紫陽花（清水口小5年）

二
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り

相
談
会

　
市
で
は
、
子
ど
も
や
若
者
の
自
立

や
社
会
参
加
を
支
援
す
る
た
め
に
、

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
人
と
関
わ
る
こ
と
に
不
安
が
あ

っ
て
家
か
ら
出
に
く
い
人
や
さ
ま
ざ

ま
な
事
情
で
働
く
意
欲
を
持
つ
こ
と

が
で
き
な
い
人
な
ど
を
対
象
に
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

　
相
談
会
で
は
専
門
的
な
知
識
を
持

つ
精
神
保
健
福
祉
士
が
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
関
係

機
関
へ
の
紹
介
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

日
程
・
場
所
　
1
月
10
日
㈮
・
白
井

駅
前
セ
ン
タ
ー
、
1
月
24
日
㈮
・
公

民
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間

　
午
後
6
時
20
分
〜
8
時

※
1
件
当
た
り
の
相
談
時
間
は
1
時

間
程
度
で
す
。

対
象

　
中
学
校
を
卒
業
し
た
15
歳
か

ら
39
歳
ま
で
の
人
か
そ
の
保
護
者
・

家
族

受
付
件
数

　
各
日
2
件
（
予
約
優
先
）

相
談
料
　
無
料

申
・
問

　
相
談
会
に
参
加
す
る
人
の

氏
名
、
電
話
番
号
、
相
談
し
た
い
人

と
の
続
柄
を
、
電
話
ま
た
は
E
メ
ー

ル
で
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班
　
内

線
3
4
3
3
・

 s
y
o
u
g
a
i-

g
a
k
u
sy
u
u
@
c
ity
.sh
iro
i.

ch
iba.jp

へ

力作が多く展示されました

出品作品を真剣に鑑賞しています

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

入賞おめでとうございます

白 井 市 民 文 化 祭

白井市赤十字奉仕団が表彰されました

　「千葉県赤十字奉仕団創設65周年記念大会」が11月4日に
行われました。
　多年にわたるボランティア活動が認められ、白井市赤十
字奉仕団が団体表彰（金色有功章）を受け、次の団員の皆
さんが個人で表彰され、20人の皆さんが感謝状を授与され
ました。
銀色有功章（敬称略）　伊藤千惠子、小野昭
■問　社会福祉課厚生班　☎（497）3482

白井市赤十字奉仕団の皆さんと伊澤市長（前列中央）
文化会館自主事業

【赤ちゃんからのクラシック】
対象　0歳～一般
開演　11：00（開場　10：30）　
入場料　一般1,000円、小中学生500
円、未就学児無料（全席自由）
【小学生からのクラシック】　
対象　小学生以上　
開演　14：00（開場　13：30）　
入場料　一般1,500円、小中学生1,000円（全席自由）

【共通】
日程　3月21日㈷　
場所　文化会館大ホール
前売り開始　12月17日㈫10：00 ～
文化会館窓口にて
■問　文化会館☎（492）1121　

風の五重奏団と仲間たちによる
スプリング・コンサート2014

日
本
年
金
機
構
研
修
セ
ン

タ
ー
運
動
施
設
開
放
日

　
当
分
の
間
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
み
の
開
放
と
な
り
ま
す
。

日
程

　
1
月
4
日
㈯
・
5
日
㈰
・
11

日
㈯
・
12
日
㈰
・
18
日
㈯
・
19
日
㈰
・

25
日
㈯
・
26
日
㈰

時
間

　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

対
象

　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

（
申
し
込
み
順
）

※
未
成
年
者
が
利
用
す
る
場
合
は
、

必
ず
成
人
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
料
金
　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
6
0
0

円
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
2
、
9
4
0
円

（
各
2
時
間
単
位
）

申
・
問

　
申
請
書
（
生
涯
学
習
課
に

あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
12
月
25
日
㈬
ま
で
に
直
接
生
涯

学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
　
内
線
3

4
3
5
へ

※
初
め
て
申
請
す
る
場
合
は
、
生
涯

学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
で
利
用
者

登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

演奏する皆さん

趣
味
・
教
養
・
学
習

ボ  

精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　
精
神
保
健
の
分
野
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
し
た
い
人
の
た
め
の
養
成

講
座
で
す
。

　
精
神
に
障
害
が
あ
る
人
へ
の
理
解

と
日
常
的
な
支
援
方
法
を
、
精
神
保

健
福
祉
士
や
家
族
会
の
人
か
ら
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時

　
1
月
8
日
㈬

　
午
前
10
時
〜

正
午

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

　
精
神
保
健
福
祉
に
興
味
が
あ

る
人

　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師

　
手
賀
沼
病
院
医
療
福
祉
相
談

室
　
精
神
保
健
福
祉
士

　
土
屋
拓
さ

ん
、
家
族
会
「
し
ら
ゆ
り
の
会
」　

田
中
京
子
さ
ん

参
加
費
　
3
0
0
円
（
保
険
代
）

申
　
電
話
か
直
接
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
へ

複  

懐
か
し
の
映
画
会

　
ジ
ー
ン
・
ケ
リ
ー
主
演
の
名
作
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル「
雨
に
唄
え
ば（
字
幕
）」

を
上
映
し
ま
す
。

　
懐
か
し
の
映
画
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か
。

日
時
　
1
月
17
日
㈮
　
午
後
1
時
〜

3
時

対
象
　
一
般
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申
　
前
日
ま
で
に
電
話
か
直
接
西
白

井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

コ  

飾
り
巻
き
寿
司
で

お
・
も
・
て
・
な
・
し

　
飾
り
巻
き
寿
司
を
作
っ
て
、
自
分

の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
に
加
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

日
時
　
1
月
19
日
㈰
　
午
前
10
時
〜

午
後
1
時

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
一
般
　
16

人
（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
き
ら
梨り

　
中
村
喜
代
子
さ
ん

持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

拭
き
タ
オ
ル
、
布
巾
2
枚
、
マ
ス
ク
、

上
履
き
、
筆
記
用
具

参
加
費
　
3
0
0
円
（
材
料
費
）

※
保
育
を
希
望
す
る
人
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

申
　
本
日
の
午
前
9
時
か
ら
1
月
11

日
㈯
ま
で
に
参
加
費
持
参
の
上
、
直

接
白
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ

岩本会長が厚生労働大臣表彰
を受けました

　11月15日、平成25年度
全国社会福祉大会におい
て、市社会福祉協議会の
岩本忠司会長が社会福祉
功労者表彰（厚生労働大
臣表彰）を受賞しました。
　岩本会長は、長年にわ
たり民生委員・児童委員
や市社会福祉協議会の理事として、そして平成
22年から現在まで会長として共同募金運動を通
じて社会福祉の充実と発展に尽力し、その功績
に対して贈られたものです。
■問　社会福祉協議会　☎（492）5713

表彰を受けた岩本会長
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　親子で一緒にかわいい巣箱を作りま
せんか。
日時　1月25日㈯　午前10時～正午
対象　市内在住の小学1から6年生まで
の子とその保護者　12組（応募者多数
の場合は抽選）
講師　神野工務店　
神野直孝さん
持ち物　筆記用具、
定規、金づち
参加費　500円（ 材
料費）
■申　1月15日 ㈬まで
に電話か直接福祉センターへ

福   おやこチャレンジ
「巣箱作り講座」

永え
い
じ
む
ら

治
村

　
永
治
村
、
白
井
村
、
谷や

き
よ
む
ら

清
村
は
、

明
治
22
年
（
1
8
8
9
）
に
明
治

の
大
合
併
で
誕
生
し
た
村
で
す
。

　
合
併
当
初
の
永
治
村
の
範
囲
は
、

現
在
の
印
西
市
永
治
地
区
と
白
井

市
平
塚
地
区
で
、
手
賀
沼
と
印
旛

沼
の
両
方
に
分
水
す
る
台
地
を
持

ち
、
谷
津
に
沿
っ
て
田
畑
が
集
ま

る
純
農
村
地
帯
で
し
た
。「
永
久

治
平
」
に
対
す
る
念
願
を
込
め
て
、

「
永
治
村
」
と
名
付
け
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
白
井
村
と
谷
清
村
の
範
囲
は
、

現
在
の
市
の
平
塚
地
区
を
除
い
た

も
の
で
す
。
も
と
も
と
千
葉
県
が

出
し
た
合
併
案
で
は
、
両
村
を
合

わ
せ
た
も
の
で
し
た
が
、
協
議
が

整
わ
ず
不
成
立
と
な
り
、
そ
れ
ぞ

れ
白
井
村
と
谷
清
村
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
両
村
と
も
規
模
や
資
力

が
小
さ
か
っ
た
た
め
、
組
合
村
を

組
織
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

大
正
2
年
（
1
9
1
3
）
に
組
合

村
を
解
消
し
て
、
単
独
の
白
井
村

が
誕
生
し
、
谷
清
村
は
東
隣
の
永

治
村
に
編
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
22
年
（
1
9
4
7
）
に
施

行
さ
れ
た
地
方
自
治
法
に
よ
り
、

民
主
的
な
地
方
行
政
の
骨
格
が
定

め
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
昭
和
28
年

（
1
9
5
3
）
に
町
村
合
併
促
進

法
が
公
布
さ
れ
、
昭
和
の
大
合
併

が
始
ま
り
ま
す
。

　
白
井
村
と
永
治
村
は
、
町
村
合

併
促
進
法
が
標
準
と
す
る
規
模
に

満
た
な
い
村
の
一
つ
で
、
他
町
村

と
の
合
併
は
避
け
て
通
れ
な
い
道

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

 

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

で
し
た
。
し
か
し
他
町
村
と
の
協

議
は
進
ま
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
合
併

協
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
白
井
村
は
、
永
治
村

と
の
二
村
合
併
を
望
ん
で
い
ま
し

た
が
、
永
治
村
で
は
二
つ
の
合
併

案
が
持
ち
上
が
り
ま
し
た
。
一
つ

は
、
白
井
村
と
歴
史
的
、
地
域
的

に
つ
な
が
り
が
あ
る
西
側
の
住
民

が
白
井
村
と
の
合
併
を
、
も
う
一

つ
は
、
大
森
町
、
木き

お
ろ
し
ま
ち

下
町
、
船ふ

な
ほ穂

村む
ら
と
の
よ
り
大
き
な
効
果
の
あ
る

合
併
を
望
む
東
側
の
住
民
で
、
村

は
大
き
く
揺
れ
動
き
ま
し
た
。

　
昭
和
29
年
（
1
9
5
4
）
に
永

治
村
は
村
を
西
側
と
東
側
に
分
村

す
る
こ
と
を
議
会
で
決
定
し
、
65

年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
永
治
村
の
西
側
（
平
塚
、

谷
田
、
清
戸
、
十
余
一
地
区
）
は

白
井
村
と
、
東
側
は
大
森
町
、
木

下
町
、
船
穂
村
と
そ
れ
ぞ
れ
合
併

し
、
現
在
に
つ
な
が
る
白
井
村
、

印
西
町
の
誕
生
と
な
っ
た
の
で
す
。

問
　
郷
土
資
料
館
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
4

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
永治村などの範囲（大正2年～昭和28年）

　タイトルの上にある複などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
複西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シシルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
市市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施されている児童館事業などは
掲載していないものもありますので、児童館
だより（各センターにあります）や市ホーム
ページで確認してください。

◆
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

　
赤
い
鳥
や
青
い
鳥
な
ど
、
お
よ
そ

30
種
類
の
野
鳥
が
越
冬
し
ま
す
。

　
美
し
く
、
愛
ら
し
い
小
鳥
た
ち
と

の
出
会
い
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　
初
め
て
の
人
で
も
歓
迎
し
ま
す
。

日
程
　
12
月
18
日
㈬
、
1
月
5
日
㈰
・

15
日
㈬
、
2
月
2
日
㈰
・
19
日
㈬
　

（
雨
天
中
止
）　
時
間

　
午
前
9
時

〜
正
午

　
場
所

　
市
川
市
大
町
公
園

集
合
場
所

　
公
園
内
鑑
賞
植
物
園
の

玄
関
前

　
参
加
費

　
無
料

問
　
大
町
自
然
観
察
園
野
鳥
同
好
会

大
関
☎
0
9
0
（
4
5
3
6
）
4
6
2
3

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

◆
楽
し
い
英
会
話
講
座
受
講
生
募
集

　
白
井
国
際
交
流
協
会
で
は
、
レ
ベ

ル
に
合
わ
せ
て
楽
し
み
な
が
ら
英
語

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
講
座
を
開
催

し
ま
す
。

①
入
門
コ
ー
ス
（
英
語
を
基
礎
か
ら

勉
強
し
た
い
人
向
け
・
日
本
人
講
師
）

日
程
　
1
月
17
日
㈮
か
ら
毎
週
金
曜
日

（
全
10
回
）　
受
講
料
　
5
、0
0
0
円

②
初
級
コ
ー
ス
（
簡
単
な
あ
い
さ
つ

や
自
己
紹
介
が
で
き
る
レ
ベ
ル
・
外

国
人
講
師
）　
日
程
　
1
月
14
日
㈫

か
ら
毎
週
火
曜
日
（
全
10
回
）　
受

講
料

　
8
、
0
0
0
円

③
中
級
コ
ー
ス
（
買
い
物
な
ど
、
あ

る
程
度
の
日
常
会
話
が
で
き
る
レ
ベ

ル
・
外
国
人
講
師
）　
日
程

　
1
月

16
日
㈭
か
ら
毎
週
木
曜
日
（
全
10
回
）

受
講
料

　
8
、
0
0
0
円

【
共
通
】

時
間
　
午
後
7
時
15
分
〜
9
時
　
場

所
　
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
　
対
象
　

高
校
生
以
上
　
各
コ
ー
ス
10
人
（
応

募
者
多
数
の
場
合
は
市
内
在
住
･
在

勤
の
人
を
優
先
の
上
で
抽
選
）

※
白
井
国
際
交
流
協
会
未
加
入
者
の

受
講
に
は
、
別
に
協
会
費
後
期
分
の

1
、
0
0
0
円
が
掛
か
り
ま
す
。

申
・
問

　
往
復
は
が
き
か
E
メ
ー
ル

で
希
望
の
コ
ー
ス
、
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
学
生
の
場

合
は
学
年
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
が
あ

る
場
合
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
1
月

6
日
㈪
（
必
着
）
ま
で
に
〒
2
7
0

―
1
4
3
1

　
白
井
市
根
1
1
6
―

32
　
川
上
ビ
ル
　
白
井
国
際
交
流
協

会
事
務
局

　
伊
川
☎
0
9
0
（
4
6

0
8
）
4
1
5
3
・

 ifa
s
@

bz04.plala.or.jp

へ

シ  
会
員
募
集
説
明
会

　
長
年
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
、
健
康
や
生
き
が
い
の
た

め
に
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
心
身
と
も
に
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
人
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
　
26
日
㈭
　
午
前
10
時
〜

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
原
則
60
歳
以
上

（
自
由
参
加
）

福  

手
打
ち
う
ど
ん
作
り

講
習

　
寒
い
日
に
は
、
温
か
い
手
作
り
う

ど
ん
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
1
月
20
日
㈪
・
30
日
㈭

　
正

午
〜
午
後
3
時

　

対
象

　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上

　

各
日
18
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

講
師
　
日
本
製
粉
㈱
ク
ッ
キ
ン
グ
パ

ー
ト
ナ
ー
　
佐
藤
加
代
子
さ
ん

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
布

巾
、
持
ち
帰
り
用
の
容
器

参
加
費
　
5
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
1
月
10
日
㈮
ま
で
に
希
望
日
を

電
話
か
直
接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

高

齢

者

イ

ベ

ン

ト

募
集
・
伝
言
板

子

ど

も

◆
初
め
て
5
㌔
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
走
り
の
基
本
を
学
ぶ
初
心
者
対
象

の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
講
座
で
す
。

　
実
技
で
正
し
い
走
り
方
を
学
ん
だ

後
、
実
際
に
5
㌔
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を

行
い
ま
す
。

日
時
　
21
日
㈯
・
23
日
㈷
　
午
後
1

時
15
分
〜
3
時
15
分
（
小
雨
決
行
）

場
所
　
北
総
花
の
丘
公
園
花
と
緑
の

文
化
館
（
印
西
市
）　
対
象
　
ジ
ョ

ギ
ン
グ
初
心
者
　
10
人
（
申
し
込
み

順
）　
参
加
費
　
1
回
の
み
1
、
0

0
0
円
、2
回
は
1
、5
0
0
円
（
施

設
使
用
料
な
ど
）

申
・
問

　
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、
E
メ

ー
ル
で
氏
名
と
電
話
番
号
を
富
所
☎

0
4
7
6
（
3
7
）
3
0
7
1
・

0
4
7
6
（
3
7
）
3
0
7
2
・

su
pport@

sr-tom
i.com

へ

◆
遺
伝
相
談

　
遺
伝
性
疾
患
や
染
色
体
異
常
に
関

す
る
疑
問
、
結
婚
、
出
産
に
つ
い
て

悩
み
が
あ
る
人
を
対
象
に
、
専
門
医

に
よ
る
個
別
相
談
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
1
月
17
日
㈮
、
2
月
21
日
㈮

午
後
1
時
〜
4
時
　
場
所
　
市
川
市

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
　
参
加
費

無
料

※
相
談
時
間
は
1
組
1
時
間
ま
で
で
、

申
し
込
み
時
に
家
族
構
成
な
ど
を
聞

き
ま
す
。

申
・
問

　
電
話
で
千
葉
県
市
川
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
課
☎
0
4

7
（
3
7
7
）
1
1
0
1
へ

◆
歯
科
衛
生
士
の
復
職
支
援
研
修
会

　
歯
科
衛
生
士
の
資
格
を
持
ち
な
が

ら
結
婚
や
出
産
な
ど
で
離
職
し
た
人

を
対
象
に
、
復
帰
に
対
す
る
不
安
を

取
り
除
く
た
め
の
研
修
会
を
開
催
し

ま
す
。
再
就
職
を
希
望
す
る
人
は
、

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
1
月
19
日
㈰
・
26
日
㈰

　
午

前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

　
場
所
　

千
葉
県
歯
科
医
師
会
館
（
千
葉
市
）

定
員

　
1
0
0
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費

　
無
料

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

◆
障
害
児
者
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
〜
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
〜

　
小
学
校
就
学
前
か
ら
20
歳
代
の
障

害
児
者
を
対
象
に
し
た
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
「
し
ろ
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
・
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
設
立
準
備
委
員
会

が
発
足
し
ま
し
た
。
白
井
市
お
よ
び

近
隣
に
住
ん
で
い
る
障
害
児
者
と
そ

の
家
族
で
あ
れ
ば
誰
で
も
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ク
ラ
ブ
で
は
、
障
害
児
者
が
心
と

体
の
発
達
の
た
め
に
必
要
な
「
あ
そ

び
・
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
」
を
通
し
て
、

感
覚
の
発
達
な
ど
の
能
力
の
向
上
と

知
覚
や
知
的
発
達
を
促
し
ま
す
。

　
ま
た
日
常
生
活
を
行
え
る
「
こ
こ

ろ
」
と
「
か
ら
だ
」
作
り
も
行
い
、

指
導
者
や
会
員
家
族
と
の
交
流
か
ら

仲
間
作
り
を
経
験
す
る
場
と
な
り
ま

す
。

　
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い

ま
す
の
で
、
一
度
体
験
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

日
時

　
1
〜
3
月
の
毎
週
日
曜
日

午
前
9
時
30
分
〜
正
午
　
場
所
　
白

井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ほ
か
　

持
ち
物
　
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ

ル
、
水
筒

※
一
緒
に
運
動
や
遊
び
を
行
う
た
め
、

必
ず
父
母
の
ど
ち
ら
か
が
運
動
が
で

き
る
服
装
で
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
設
立
準
備
委
員
会
　
石
﨑
☎

0
9
0
（
1
6
1
2
）
9
1
2
6

白  

か
る
た
取
り
大
会

　
正
月
の
遊
び
「
か
る
た
取
り
」
を

し
て
み
よ
う
。

日
時
　
1
月
6
日
㈪
　
午
後
1
時
〜

3
時

対
象
　
小
学
生
　
20
人
（
申
し
込
み

順
）

持
ち
物
　
水
筒
、
タ
オ
ル
、
上
履
き

申
　
本
日
の
午
前
9
時
か
ら
電
話
か

直
接
白
井
児
童
館
へ

申
・
問

　
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

一
般
社
団
法
人
千
葉
県
歯
科
医
師
会

☎
0
4
3
（
2
4
1
）
6
4
7
1
・

0
4
3
（
2
4
8
）
2
9
7
7
へ

白井市
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ン
パ
ス
ピ
市
は
友
好
都
市
と
し
て

交
流
が
あ
り
、
会
の
代
表
は
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
が
大
好
き
な
こ
と
か

ら
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
↓
コ
ア
ラ

↓
ユ
ー
カ
リ
の
連
想
か
ら
命
名
し

ま
し
た
。
い
つ
も
初
め
に
演
奏
す

る
テ
ー
マ
曲
は
、「
ウ
ォ
ル
シ
ン

グ
マ
チ
ル
ダ
」
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
第
2
の
国
歌
と
し
て
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。

選
曲
と
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

に
工
夫

　
現
在
1
0
0
曲
余
り
の
レ
パ
ー

ト
リ
ー
を
持
っ
て
い
ま
す
。
演
奏

す
る
機
会
に
合
わ
せ
て
季
節
の
う

た
を
取
り
入
れ
た
り
、
聴
い
て
く

だ
さ
る
人
と
一
緒
に
歌
え
る
う
た

を
選
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。

　
ユ
ー
カ
リ
は
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン

の
ほ
か
バ
イ
オ
リ
ン
、
フ
ル
ー
ト
、

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
パ
ー
ト
が
い
る

　このコーナーで紹介する皆さんの身近な話題
をお寄せください。
申・問　秘書広報課広報広聴班　内線3372 ～ 4へ

音
楽
の
力
で
元
気
に

楽
し
く

　「
楽
器
演
奏
を
楽
し
む
会
ユ
ー

カ
リ
」
は
、
平
成
21
年
4
月
に
発

足
し
ま
し
た
。

　
音
楽
の
力
で
白
井
を
元
気
に
し

た
い
、
演
奏
を
す
る
人
も
演
奏
を

聴
く
人
も
と
も
に
楽
し
い
気
持
ち

に
な
る
、
そ
ん
な
活
動
を
目
標
に

し
て
い
ま
す
。

　
ユ
ー
カ
リ
は
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン

を
中
心
と
し
た
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
、

レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
童
謡
唱
歌
か
ら

ク
ラ
シ
ッ
ク
ま
で
多
彩
で
す
が
、

そ
の
中
で
も
イ
ー
ジ
ー
リ
ス
ニ
ン

グ
が
得
意
で
す
。

　
平
成
25
年
か
ら
は
「
心
に
残
る

日
本
の
う
た
」
を
テ
ー
マ
に
、
大

正
や
昭
和
の
名
曲
を
中
心
に
演
奏

し
て
い
ま
す
。

　

名
称
の
由
来
は
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら

　
市
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
キ
ャ

て
い
ま
す
。
来
年
3
月
に
文
化
セ

ン
タ
ー
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
で
、

「
星
空
ラ
イ
ブ
」
に
出
演
予
定
で

す
。
最
近
で
は
市
内
だ
け
で
な
く
、

他
の
市
か
ら
の
演
奏
依
頼
も
増
え

て
い
ま
す
。
ユ
ー
カ
リ
の
活
動
に

つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
楽

器
演
奏
ユ
ー
カ
リ
タ
イ
ム
で
検
索
）

で
確
認
で
き
ま
す
。

　
ユ
ー
カ
リ
で
は
、
会
員
募
集
を

し
て
い
ま
す
。
国
籍
、
年
齢
、
性

別
を
問
わ
ず
楽
器
演
奏
を
楽
し
む

気
持
ち
の
あ
る
人
は
、
ど
な
た
で

も
入
れ
ま
す
。（
特
に
バ
イ
オ
リ

ン
、
フ
ル
ー
ト
は
歓
迎
）
会
費
は

月
千
円
で
、
学
生
は
半
額
で
す
。

　
練
習
は
、
月
2
〜
3
回
で
日
曜

日
の
午
前
中
に
行
っ
て
い
ま
す
。

連
絡
先
　
迫
田
☎
（
4
9
7
）

2
8
3
6

問
　
市
民
活
動
支
援
課
市
民
活
動

支
援
班
　
内
線
3
1
5
1

の
で
、
美
し
い
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に

な
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
活
動

　
年
1
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
は
じ

め
、
市
の
各
種
行
事
へ
の
参
加
、

演
奏
依
頼
な
ど
を
通
し
、
地
域
の

人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み
に
し

未
来
を
築
く
市
民
活
動
団
体
紹
介
⑬

クリスマスパーティーでの演奏

楽
器
演
奏
を
楽
し
む
会

ユ
ー
カ
リ

菊がつなげる地域の輪
 　11月中旬、冨士在住の鈴

木二三男さんが、自宅の庭
に地域の人たちと協力して
育てた約３００株の菊の花
が満開を迎え、自宅に隣接
している白井第三小学校の
２年生の皆さんが、生活の
時間を利用して満開の菊を
見学しました。

　子どもたちは「きれい！」「いい香りがする」と菊の花に顔を近づけて、
思い思いに楽しんでいました。
　鈴木さんは「来年も菊を育て、市内の幼稚園や保育園、小学校から遠
足や学習の一環として見学に来てもらいたい。地域だけでなく市内全域
の交流の場としても利用してもらい、菊のようにみんなの笑顔が満開に
なれば」と話していました。

白井市文化団体協議会が誕生
　11月30日、市の
文化振興の貢献のた
め「白井市文化団体
協議会」が誕生しま
した。協議会は、演
劇演武、音楽、芸
能、ダンス、伝統文
化、園芸、国民娯楽
（将棋）、茶華道、写
真、通信、陶芸、文
芸など12専門部による62団体、1,170人で構成されています。
　初代会長の大橋さんは、「文化団体同士が互いに学び助け合いながら
市民文化の振興に寄与し、文化を通して、市に住んでよかったと思われ
るような活気あるまちづくりに貢献したい」と抱負を述べられました。
　市の文化発展のため今後の活動が期待されます。

❖
俳
句
・
短
歌
を
募
集

し
ま
す

　
広
報
し
ろ
い
「
し
ろ
い
文
芸
」

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
俳
句
・
短
歌
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
、
毎
月

15
日
号
に
選
者
が
選
定
し
た
俳
句
10

句
、
短
歌
5
首
を
紹
介
し
ま
す
。

申
・
問

　
は
が
き
か
任
意
の
用
紙

に
「
短
歌
」「
俳
句
」
の
別
、
住
所
、

氏
名
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
の
場
合
は
本
名

も
）、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
で
郵

送
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
か
直
接
持

参
、
〒
2
7
0
‐
1
4
9
2

　
白
井

市
復
1
1
2
3

　
白
井
市
役
所
秘
書

広
報
課
「
し
ろ
い
文
芸
」
係
　
内
線
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へ

※
投
稿
で
き
る
人
は
、
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
者
で
、
1
人
1
作
品
で

未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
（
漢
字

に
は
ふ
り
が
な
を
お
願
い
し
ま
す
）。

　
締
め
切
り
は
毎
月
15
日
（
必
着
）

で
、
翌
月
の
15
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

　
作
品
に
は
選
者
の
添
削
が
入
る
場

合
も
あ
る
の
で
、
了
承
願
い
ま
す
。

天
　
地
謡
の
流
る
る
舞
台
秋
気
満
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
　
清
水
治
夫

地
　
数
式
の
美
し
き
か
な
秋
深
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
福
加
博
之

人
　
朝
市
に
心
の
逸
る
豊
の
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
今
井
功
典

【
選
評
】　
天

　
6
人
ま
た
は
12
人
の
地
方
が
揃
っ
て
謡
う
舞
台

は
荘
厳
と
も
感
じ
る
。
こ
の
「
秋
気
」
の
季
語
は
適
切
で
あ
る
。

地
　
大
変
新
し
い
感
覚
で
良
い
。
秋
の
澄
ん
だ
季
節
が
数
式
を

美
し
い
と
感
じ
さ
せ
る
の
だ
と
思
う
。
人
　
生
き
生
き
と
し
た

楽
し
い
作
品
だ
。
活
力
に
溢
れ
季
語
の
「
豊
の
秋
」
も
よ
く
働

い
て
い
る
。

　
　
車
座
の
紅
葉
明
り
の
昼
餉
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
や
き
台

　
市
川
元
彦

ほ
こ
ほ
こ
と
蓋
お
と
た
て
り
ふ
か
し
藷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上

　
　
大
橋

　
茂

短
日
や
ば
ら
し
て
磨
く
換
気
扇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
　
大
屋
キ
ヌ

群
雀
飛
び
立
つ
羽
音
草
紅
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
小
澤
喜
美
子

秋
深
む
古
り
ゆ
く
ま
ま
に
長
屋
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
次
台

　
　
片
野
美
耶
子

障
子
越
し
点
る
灯
優
し
山
の
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込

　
　
　
山
川
純
子

老
二
人
言
葉
少
な
に
冬
支
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
　
渡
辺
岩
夫

　感
性
の
ふ
れ
あ
へ
る
こ
の
ひ
と
と
き
よ

秋
陽
さ
し
込
む
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
午
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上
　
　
関
根
千
浪

【
選
評
】　
秋
の
陽
が
差
し
込
む
午
後
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。
展
示
は

絵
で
し
ょ
う
か
。
作
品
と
の
感
性
の
触
れ
合
い
を
作
者
は
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

い
く
種
も
の
菊
咲
き
満
つ
る
穏
し
園

感
声
あ
げ
つ
つ
友
ら
と
め
ぐ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上
　
　
蝦
名
幸
子

公
園
の
緑
広
が
る
そ
の
中
で

紅
に
咲
く
さ
る
す
べ
り
の
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
　
名
越
た
て
み

白
磁
な
る
一
輪
挿
し
の
ご
と
鷺
は

ひ
つ
ぢ
田
に
立
つ
遠
く
見
つ
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
次
台
　
　
藤
原
澄
子

綾
な
せ
る
公
園
の
も
み
ぢ
陽
に
映
え
て

翁
も
犬
も
し
ば
し
見
上
げ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
山

　
　
　
山
本
庸
雄

満開の菊を前に鈴木さんの説明に聞き入る子どもたち

コンサートの様子
白井市文化団体協議会役員の皆さん

　11月15日号「まちの話題」で取り上げた、桜台小・中学校の「2,065
人が作った紙帽子かぶり最多人数」が、10月12日にギネス認定さ
れました。おめでとうございます。


